
連休中の過ごし方について 

明日から五日間の連休が始まり

ます。御家庭によっては、旅行や帰

省、地域での活動など、さまざまな

計画を立てておられることと思い

ます。子どもたちにとっても、長い

休みは心が弾む特別な時間です。

ぜひ、普段はなかなかできない体

験を通して、心も体も大きく成長

してほしいと願っています。 

 さて、非日常の時間が長いとき

は、事故等にあう可能性も高くな

ります。下記の２点は、特に気を付

けるところです。学校でも指導は

しておりますが、御家庭でも気を

付けるよう御指導ください。どう

ぞよろしくお願いします。 

１ 交通ルールを守ろう！ 

①道路への飛び出しや自転車での

一時停止違反をしません。 

 ※飛び出しや一時停止違反

が事故の最も多い原因と

なっています。 

②自転車に乗る場合は、ヘルメッ

トを付けましょう。 

 ※あごひもをちゃんと 

  しめましょう。 

２ 規則正しい生活を送ろう 

①「早寝・早起き・朝ごはん」を連

休中も行いましょう。 

※連休最後の５月６日  

は、特に、早めに寝  

ましょう。 

②ゲームなどのメディアは 

午後９時に電源を切りましょう。 

※その際、親子読書

などにも取り組ま

れてはいかがでし

ょう。 

 

交通安全教室を４月２８日(火)

に行いました。交通ルールの順守

について学習しました。お子様が

自転車に乗る場合は、必ず、自転車

に乗ることができる運転技術が身

に付いているかを御確認ください。

ふらふらしていたり、足が届かな

かったりと、危ない場合は、道路で

は乗らず、ま

ずは広い場所

で練習するこ

とをお勧めし

ます。 

大型連休から夏休み期間にかけ

て、農業用水路・河川・海等での事

故の多発が懸念されます。（農業用の

用排水路、ため池等への転落事故における

死亡者数は、毎年 100 人以上です。）特に、

「農業用排水路」には近づかない、

親子で釣りをするときは、ライフ

ジャケットを着用するなど、御家

庭でも安全指導をお願いします。 

「事故 0・けが 0」で過ごし、連

休明けに子どもたち全員の「笑顔

100％」に会えることを、教職員一

同楽しみにしています。 
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